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4
・
5
月
の
担
当
医

4 月
5
日
（
日
）
今
井
直
人
（
花
田
医
院
）

12
日
（
日
）
中
田
宗
彦
（
中
田
医
院
）

19
日
（
日
）
阿
部
親
司
（
阿
部
医
院
）

26
日
（
日
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

29
日
（   

）
村
瀬
寛
紀
（
村
瀬
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

5 月
3
日
（
　
）
阿
部
慎
太
朗
（
阿
部
医
院
）

4
日
（
　
）
近
藤
史
郎
（
近
藤
医
院
）

5
日
（
　
）
小
池
利
幸
（
小
池
医
院
）

6
日
（
　
）
中
田
宗
彦
（
中
田
医
院
）

10
日
（
日
）
奥
村
昇
司
（
お
く
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

17
日
（
日
）
今
井
直
人
（
花
田
医
院
）

24
日
（
日
）
大
林
秀
成
（
萩
原
北
醫
院
）

31
日
（
日
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　

24
‐‐
１
２
０
０

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

　
さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

※休日診療所の担当医は、地上デジタル放送ぎふチャン（8ch）のデータ放送でもご覧いただけます。

健康医療課

萩原保健センター
　　☎︎52-1230

　　☎︎53-2101

火
・休
月
・休
日
・休

水
・休

水
・休

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
食
事
や

運
動
な
ど
様
々
な
要
素
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
減
塩
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

健
康
医
療
課
で
は
健
康
診
査
の
結
果
を

基
に
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま

す
。
健
康
診
査
を
受
け
て
、
何
か
気
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

下
呂
市
で
は
男
性
も
女
性
も
健
康
寿
命

が
延
び
て
い
ま
す
が
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
に
は
何
に
気
を
付
け
た
ら
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
る
理
由
に
は
様
々

な
背
景
が
あ
り
ま
す
。
表
１
は
平
成
30
年

度
に
下
呂
市
で
介
護
保
険
の
新
規
申
請
を

し
た
人
の
う
ち
、
要
介
護
２
～
５
と
判
定

さ
れ
た
人
の
主
な
原
因
で
す
。
一
番
多
い

の
は
『
転
倒
・
骨
折
』
で
す
が
、
一
番
介

護
度
が
重
く
な
る
理
由
は『
脳
血
管
疾
患
』

で
、
３
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

下
呂
市
は
脳
血
管
疾
患
の
発
症
者
数
が

県
内
１
位
で
、
塩
分
の
摂
取
量
が
多
い
と

い
う
実
態
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、【
下
呂
・

減
塩
・
元
気
大
作
戦
】
と
銘
打
っ
て
、
減

塩
か
ら
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

減
塩
す
る
こ
と
で
、
高
血
圧
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
重
症
化
を
予
防
す
る
だ
け
で

な
く
、
動
脈
硬
化
や
脳
血
管
疾
患
を
予
防

す
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
「
健
康
寿
命
」
と
は
、
健
康
上
の
理
由

で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
ず
に
暮
ら
せ
る

期
間
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
国
が
公
表
し

て
い
る
健
康
寿
命

の
算
定
は
３
年

に
１
回
の
た
め
、

２
０
１
８
年
よ
り

介
護
保
険
の
要
介

護
度
が
要
介
護
２

以
上
に
な
る
ま
で

の
期
間
も
健
康
寿

命
と
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

下
呂
市
の
平
成

26
年
～
28
年
の
健

康
寿
命
は
次
の
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で

す
。

（
※
）こ
の
グ
ラ
フ
は
、

介
護
保
険
の
要
介
護

度
を
元
に
健
康
寿
命

を
算
出
し
て
い
ま
す
。

1 転倒・骨折 33 19.0％ 悪性新生物 21 25.3％ 転倒・骨折 22 24.2％ 脳血管疾患 5 31.3％
2 認知症 28 16.1％ 脳血管疾患 11 13.3％ 認知症 19 20.9％ 悪性新生物 4 25.0％
3 悪性新生物 27 15.5％ 転倒・骨折 11 13.3％ 脳血管疾患 10 11.0％ 転倒・骨折 2 12.5％
4 脳血管疾患 21 12.1％ 認知症 9 10.8％ 関節疾患 7 7.7％ 認知症 0 0.0％
5 関節疾患 11 6.3％ 心疾患 6 7.2％ 悪性新生物 6 6.6％ 心疾患 0 0.0％

 　総 数 認定者数 ％　 　男　性 認定者数 ％　 　女　性 認定者数 ％　 　総 数 認定者数 ％　
要介護２～５の認定者数（割合） 【再掲】要介護５

出典：飛騨保健所

表1

出典：飛騨保健所

健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
！

　

診
療
科
目
　　
内
科
、
小
児
科

　
　
　
　
　
　
（
急
病
患
者
に
限
り
ま
す
）

　

診
療
日　
　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　

診
療
時
間　　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

  

診
療
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

※
受
診
の
際
は
、必
ず
保
険
証
や
お
薬
手
帳（
あ

る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し
て
受

け
て
い
る
治
療
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
事
前
電
話
の
方
の
診
察
を
優
先
に
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
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楽
し
い
二
本
杖
歩
行

　

先
回
二
本
杖
歩
行
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し

た
が
、
い
く
つ
か
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
今
回
は
そ
の
続
き
で
す
。

　
「
最
近
背
中
が
丸
く
な
っ
た
」「
足
元
が
ふ
ら

つ
く
」「
歩
く
の
が
遅
く
な
っ
た
」「
歩
幅
が
狭

く
な
っ
た
」「
つ
ま
ず
き
や
す
く
転
び
そ
う
に

な
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
人
に
お
勧
め
す
る
の

が
二
本
杖
歩
行
で
す
。
気
分
よ
く
歩
き
た
い
け

れ
ど
も
一
本
杖
で
は
安
定
性
が
悪
い
、
前
か
が

み
に
な
っ
て
し
ま
う
、
体
が
左
右
に
ぶ
れ
る
、

歩
い
て
い
る
と
痛
み
が
出
て
し
ま
う
、
と
い
う

よ
う
な
感
じ
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
二
本
杖

歩
行
を
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
二
本
杖
歩
行
は

自
分
で
歩
け
る
人
な
ら
大
変
良
い
全
身
運
動

に
な
り
ま
す
。

　

歩
行
運
動
の
前
に
は
十
分
に
肩
回
り
、
腕
、

手
首
、
足
首
な
ど
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
初
め
て
二
本
杖
歩
行
を
試
み
る
人
は

ま
ず
両
手
に
杖
を
持
っ
た
ま
ま
腕
を
振
り
な
が

　　みんなで減塩　伸ばそう健康寿命　 　　　　　　毎月 17 日は「減塩の日」

　

風
し
ん
は
、
感
染
者
の
飛
ま
つ
（
唾

液
の
し
ぶ
き
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
他
の

人
に
う
つ
る
、
感
染
力
が
強
い
感
染
症

で
す
。
妊
娠
初
期
の
妊
婦
が
感
染
す
る

と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
が
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
（
目
や
耳
、
心
臓
に

障
害
が
で
る
こ
と
）
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
大
人
に
な
っ
て
感
染

す
る
と
、
ま
れ
に
重
篤
な
合
併
症
を
併

発
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

公
的
に
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
が

な
か
っ
た
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
は
、

抗
体
保
有
率
が
他
の
世
代
に
比
べ
て
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
風
し
ん
に
感
染
す

る
と
家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
に
広
げ
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
風
し

ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
、
抗
体
が
低
い

と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
次
の
区
分
ご
と
に
無
料
で

風
し
ん
抗
体
検
査
や
予
防
接
種
が
受
け

ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
47
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

　

本
年
４
月
上
旬
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵

送
し
ま
す
。
有
効
期
限
は
２
０
２
２
年

３
月
ま
で
で
す
。

昭
和
47
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

　

平
成
31
年
４
月
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
が
２
０
２
０

年
３
月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
１

年
延
長
し
、
２
０
２
１
年
３
月
ま
で
使

用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
未
実

施
の
人
に
は
４
月
中
に
は
が
き
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
し

た
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
が
ん
患
者
の
治
療
と
就
労
や

社
会
参
加
な
ど
と
の
両
立
を
支
援
す
る
た

め
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
購
入
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
岐
阜
県
に
も
同
様
の

助
成
制
度
が
あ
り
、
市
の
助
成
を
受
け
る

に
は
、
事
前
に
県
の
助
成
を
受
け
る
必
要

が
あ
る
な
ど
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
経
費
】　

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
（
全

頭
用
）
と
装
着
に
必
要
な
頭
皮
保
護
用

ネ
ッ
ト
の
購
入
費
用

【
助
成
金
額
】　

購
入
費
用
の
1/2
の
額
（
上

限
１
０
，０
０
０
円
）

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年

　
　
　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
は

風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す

①二本杖を着いて立つと背筋が伸びて、左
右の傾きが矯正されます。
②歩幅はいつもより半歩程度広くしましょう。
③右足を踏み出したとき、左の杖は右足踵
の左側に着きます。
④杖は拇指と第三、第四指で軽く握ります。
⑤腕は前後に、特に肘は後ろに大きく振ります。
⑥顔を起こして目線は前方を見ましょう。
⑦踏み出した足は、踵から着いて足裏の外
側からつま先に体重を移動し、後ろに来た
時に足先で地面をける意識で。
⑧杖は肘を直角に曲げて立った時に握れる
程度とします。

ら
足
踏
み
し
ま
し
ょ
う
。

　

続
い
て
両
足
を
肩
幅
に
開
い
て
立
ち
、
歩

幅
の
や
や
斜
め
前
に
左
右
の
杖
を
着
い
た
ま

ま
腕
を
ボ
ク
シ
ン
グ
の
様
に
前
後
に
振
り
な

が
ら
足
踏
み
し
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
も
十
分

な
運
動
に
な
り
ま
す
。
こ
の
運
動
で
杖
に
慣

れ
た
ら
歩
行
開
始
で
す
。
歩
行
の
方
法
は
外

科
外
来
で
も
ご
指
導
い
た
し
ま
す
。

　

膝
に
痛
み
が
あ
る
と
き
は
歩
行
運
動
は
控

え
ま
し
ょ
う
。
膝
の
痛
み
を
歩
行
で
直
そ
う

と
す
る
の
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
特
に
誘
因
無

く
膝
が
痛
く
な
る
原
因
の
多
く
は
太
も
も
の

筋
肉
の
力
が
弱
く
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

（
太
も
も
の
筋
力
増
強
方
は
、
広
報2016.5

で
説
明
し
て
い
ま
す
）

　
　

下
呂
市
立
金
山
病
院
顧
問　

古
田
智
彦


